
平成３０年度上半期　経営情報



 （注）本資料に掲載している計数は、各期末の計数であり、単位未満を切り捨てて表示しております。

❑ 主要な経営指標の推移 （単位：百万円）

❑ 金融再生法開示債権及び同債権に対する保全額 （単位：百万円）

565 568 576

363 353 357 

0
100
200
300
400
500
600

平成30年9月 平成30年3月 平成29年9月

預貸金の推移

預金残高 貸出金残高
億円

ご 挨 拶

皆様には、日頃より格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

このたび、当組合の平成30年度上半期の現況をとりまとめましたミニディスクロージャー誌を

作成致しましたので、ご高覧頂きたいと存じます。

しんえいは、地域の皆様に本当にお役に立てる金融機関として、これまで以上に経営の健全性

を高め、「地元の皆様との共存共栄」を目指して参りますので、一層のご支援とご指導のほど、

心からお願い申し上げます。

平成30年11月 理事長 赤塚 義廣

正常債権

98.63%

金融再生法

開示債権

平成30年9月

・破産更生債権及び

これらに準ずる債権
・危険債権

・要管理債権

不良債権

※自己資本比率につきましては、国内基準

である4％を上回っており、経営の健全性・

安全性を充分保っております。

区　　分 平成30年9月 平成30年3月 平成29年9月

業 務 純 益 6 10 10
コ ア 業 務 純 益 6 5 10
経 常 利 益 28 24 36
当 期 純 利 益 24 16 32
預 金 残 高 56,586 56,823 57,608
貸 出 金 残 高 36,370 35,350 35,772
総 資 産 額 60,072 59,298 60,322
自 己 資 本 額 2,075 2,067 2,089
ﾘ ｽ ｸ ･ ｱ ｾ ｯ ﾄ等計 27,249 26,459 26,656
自 己 資 本 比 率 7.61% 7.81% 7.83%
出 資 金 1,269 1,269 1,269
職 員 数 69人 69人 74人

債権額 担保・保証等 貸倒引当金 保全額 保全率

(A) (B) (C) （D)=(B)+(C) (D)/(A)

平成29年9月 242 140 102 242 100.00%
平成30年9月 176 124 51 176 100.00%
平成29年9月 172 133 12 145 84.50%
平成30年9月 142 108 9 117 82.63%
平成29年9月 189 125 0 126 66.76%
平成30年9月 181 121 0 122 67.66%
平成29年9月 604 399 115 515 85.16%
平成30年9月 500 355 61 416 83.33%
平成29年9月 35,217
平成30年9月 35,921
平成29年9月 35,822
平成30年9月 36,421

区　　　分

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

不 良 債 権 計 ①

正 常 債 権

合 計 ②

不良債権比率（①÷②）※

1.68%
1.37%

平成29年9月

平成30年9月
※総債権額に占める不良債権の割合を表しております。

1.

2.

3.

4.

5.

6. 「担保・保証等(B)」は、自己査定に基づく担保の処分可能見込額及び保証等による回収が可能と認められる額です。

また、要管理債権の「担保・保証等(B)」は、当該債権額と当該債務者の総債権額の比例按分により求めております。

「正常債権」の金額は、債務者の財務状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債
権」、「要管理債権」以外の債権の合計です。

「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」の金額は、債務者区分でいう破綻先及び実質破綻先に該当する債務者に対する債権の合計です。

「危険債権」の金額は、債務者区分でいう破綻懸念先に該当する債務者に対する債権の合計です。

「要管理債権」の金額は、債務者区分でいう要注意先に該当する債務者に対する債権のうち、貸出条件を緩和している債権及び3ヵ月以上延
滞している債権の合計です。

(注)平成30年9月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急処置に関する法律施行規則」第4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類し、以
下の簡便な方法により算出しております。

　《平成30年9月末の算出方法》

債務者区分については、原則として平成29年3月末時点における自己査定による債務者区分を基準としております。
但し、4月1日から9月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実による債務者区分の変更等のあった債務者については、当組合の定める基準に
基づく債務者区分見直し後の債務者区分によっております。



❑ 貸借対照表 （単位：千円）

❑ 損益計算書 （単位：千円）

❑ 有価証券の時価情報 （単位：百万円）

１．満期保有目的の債券

貸借対照表
計　上　額

時   価 差    額
貸借対照表
計 上  額

時   価 差    額

外国証券 202 224 22 100 126 26
小　　計 202 224 22 100 126 26
外国証券 - - - 103 103 △ 0
小　　計 - - - 103 103 △ 0

202 224 22 203 229 25
（注）時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

２．その他有価証券

貸借対照表
計　上　額

取得原価 評価差額
貸借対照表
計　上　額

取得原価 評価差額

社　　債 1,102 1,100 2 401 400 1
株    式 59 58 0 20 11 8
投資信託 82 78 3 10 9 0
外国証券 1,584 1,581 3 2,794 2,783 11
小　　計 2,828 2,818 9 3,226 3,204 21
地 方 債 98 100 △ 1 99 100 △ 0
社　　債 996 1,000 △ 3 1,395 1,400 △ 4
株    式 8 8 △ 0 - - -
投資信託 2 2 △ 0 3 3 △ 0
外国証券 998 1,001 △ 2 200 201 △ 0
小　　計 2,103 2,112 △ 8 1,698 1,704 △ 6

4,932 4,931 1 4,924 4,909 15
（注）貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づく時価により計上しております。

平成２９年９月

平成３０年９月

平成３０年９月

平成２９年９月
項　　　目

項　　　目

合　　計

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

合　　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

平成30年9月 平成29年9月 平成30年9月 平成29年9月
746,974 747,384 56,586,651 57,608,885

16,963,157 17,785,804 1,300,000 500,000
5,134,745 5,184,185 当 座 借 越 1,300,000 500,000

地 方 債 98,450 99,010 63,132 70,977
社 債 2,098,300 1,796,630 6,119 6,265
株 式 67,273 76,473 5,020 4,820
そ の 他 の 証 券 2,870,722 3,212,072 5,165 5,292

36,370,255 35,772,588 899 1,314
割 引 手 形 252,284 305,560 4,227 5,834
手 形 貸 付 1,820,495 1,846,048 15,877 14,485
証 書 貸 付 32,856,016 32,383,425 57,987,093 58,217,874
当 座 貸 越 1,441,458 1,237,555 1,269,748 1,269,736

323,000 355,733 普 通 出 資 金 779,748 779,736
560,393 563,287 優 先 出 資 金 490,000 490,000
11,118 11,276 36,745 36,745
13,425 5,294 778,389 786,839
15,877 14,485 （うち当期未処分剰余金） (28,389) (39,839)

△ 66,074 △ 117,921 895 10,925
（うち個別貸倒引当金） （△ 60,801) （△ 114,581) 2,085,779 2,104,245

60,072,872 60,322,120 60,072,872 60,322,120合　　計 合　　計

そ の 他 負 債

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

資 本 剰 余 金

債 務 保 証

負 債 の 部 合 計

繰 延 税 金 負 債

債 務 保 証 見 返

無 形 固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

前 払 年 金 費 用

貸 出 金

利 益 剰 余 金

賞 与 引 当 金

資   　　産

貸 倒 引 当 金

そ の 他 資 産

現 金 預 金 積 金

預 け 金

有 価 証 券

借 用 金

負債及び純資産

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

睡眠預金払戻損 失引 当金

偶 発 損 失 引 当 金

出 資 金

平成30年9月 平成29年9月 平成30年9月 平成29年9月
367,271 383,719 293,375 295,365
322,348 335,858 ( う ち 人 件 費 ) 174,860 180,882

（うち貸出金利息） 286,301 296,135 ( う ち 物 件 費 ) 114,568 110,505
（うち預け金利息） 16,335 19,829 ( う ち 税 金 ) 3,945 3,977
（うち有価証券利息配当金） 13,370 13,553 1,319 241

19,498 19,470 （うち貸倒引当金繰入額） - -
1,730 1,650 28,785 36,968

23,694 26,740 - -
338,486 346,751 0 0

8,437 14,618 28,785 36,968
（ う ち 預 金 利 息 ） 8,299 14,616 4,459 4,286

35,346 36,487 24,325 32,681
7 38 4,063 7,157

28,389 39,839

当 期 純 利 益

繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ）

当 期 未 処 分 剰 余 金

科　　目

経 費

特 別 利 益

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 等 合 計

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

科　　目

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益



❑ 貸出金業種別残高・構成比 （単位：百万円、％）

❑ 中小企業金融円滑化法への対応状況 （単位：百万円）

❑ 地域貢献
１．地域密着型金融の取り組み状況について

２．融資を通じた地域貢献 ３．主な地域行事への参加・トピックス

　　

❑ 店舗のご案内     http://www.shinei-shinkumi.co.jp/

製造業

卸売・小売業

不動産（賃貸）業

各種サービス業地方公共団体
その他

個 人
建設業

貸出金の業種別残高構成比では、個人のお客様が

35.7％で最も多くなっております。

以下、製造業、建設業、各種サービス業をはじめ、

様々な業種のお客様に幅広くご利用いただいて

おります。

しんえいお客様相談室
（本部内）

TEL 0120-400-103
(平日9時～17時)

金　　額 構成比 金　　額 構成比

製 造 業 1,518 4.2 1,583 4.4
農 業 ・ 林 業 235 0.6 205 0.6
建 設 業 2,490 6.8 2,452 6.9
情 報 通 信 業 41 0.1 63 0.2
運 輸 業 ・ 郵 便 業 207 0.6 215 0.6
卸 売 業 ・ 小 売 業 1,115 3.1 1,150 3.2
金 融 業 ・ 保 険 業 751 2.1 1 0.0
不動産業・不動産賃貸業 10,919 30.0 9,804 27.4
各 種 サ ー ビ ス 業 2,160 5.9 2,268 6.3

小　　　　　　　計 19,440 53.5 17,746 49.6
地 方 公 共 団 体 3,936 10.8 3,996 11.2
個人(住宅･消費･納税資金等) 12,993 35.7 14,029 39.2

合　　　　　　　計 36,370 100.0 35,772 100.0

業 種 別
平成３０年９月 平成２９年９月

本 店 新潟市 江南区 旭 ２ 丁 目 １ 番 ２ 号 025-382-5501
馬越支店 新潟市 中央区 本馬越１丁目２番１１号 025-243-1831
大形支店 新潟市 東 区 逢谷内６丁目９番５号 025-274-3466
上町支店 新潟市 江南区 亀田本町４丁目１番５２号 025-382-3161
松浜支店 新潟市 北 区 松浜本町１丁目４番１６号 025-259-5711
稲葉支店 新潟市 江南区 諏 訪 ３ 丁 目 ４ 番 ２ ３ 号 025-382-3811
横越支店 新潟市 江南区 横越中央２丁目１番３号 025-385-3831
本 部 新潟市 江南区 旭 ２ 丁 目 １ 番 ２ 号 025-382-4111

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

中小企業者 982 7,571 0 0 942 7,274 25 227 15 69
住宅ローン 78 855 0 0 66 714 6 87 6 53
合　　計 1,060 8,426 0 0 1,008 7,988 31 314 21 123

当組合は公共的使命を全うするため、地域経済・地域住民の繁栄を願い、豊かな地域社会づくりに貢献すること
を経営理念に掲げ、創意と工夫を活かして組合員や地域社会の期待・信頼に応え、適切な情報公開を行うととも
に、組合員の皆様との対話により金融の円滑化に取組んでおります。その取組みに際しては、協同組合による金融
事業に関する法律施行規則及び組合の経営理念・経営方針に沿った金融円滑化管理方針を定め全職員が対応してお
ります。なお、中小企業金融円滑化法は終了となりましたが、今後も上記の取組姿勢は継続してまいります。

条件変更受付対応状況（平成30年9月末現在）

受付 審査中 実行 取下げ 謝絶

636先 19,440百万円
設備資金 13,324百万円
運転資金 6,115百万円

個人向け融資 2,061先 12,993百万円
住宅ローン 7,308百万円
消費者ローン 1,335百万円
当座貸越その他 4,349百万円

2先 3,936百万円地方公共団体

中小事業者および個人の皆さまの幅広い資金ニーズにお応
えするため、事業性のご融資や住宅ローンなどの個人向けの
各種ローンのほか、県・市や信用保証協会などの中小企業向
け制度融資についても積極的に対応してまいりました結果、
平成30年9月期の融資残高は30年3月末から1,020百万円増加
し36,370百万円となりました。

事業性融資

平成30年7月14日  袋津まつり参加

平成30年7月28日  横越商工大祭参加

平成30年8月 3日  理事長杯江南区親善 

 ゲートボール大会 開催

平成30年8月20日  稲葉まつり参加

平成30年8月25日  亀田まつり甚句流し参加 

平成30年8月26日  亀田まつり大岩万燈参加 

平成30年9月14日  しんえい全店合同ゴルフ大会 開催

平成30年11月9日 東堀支店を馬越支店に統合

当組合は､地域に最も身近な金融機関として新潟市《江南区・中央区・東区・北区・西区・秋葉区(旧黒
埼町、小須戸町を除く)》、北蒲原郡聖篭町、阿賀野市(旧京ヶ瀬村)を営業地域として、地元中小企業者
や住民が組合員となって、お互い助け合い発展していくことを共通の理念として運営されている「相互扶
助型」の金融機関です。地元のお客様からお預かりした大切な資金（預金積金）は、地元で資金を必要と
するお客様に融資を行い、事業や生活の繁栄に資するため地域社会の活性化に取り組んでおります。相互
扶助という信用組合の特性に基づき、「創業・新事業支援・経営改善支援・事業再生・事業継承」のライ
フサイクルに応じた取引先（組合員）の一層の支援に努めるとともに、お客様のご意見・ご要望等を業務
に反映させることにより、更なるサービス向上に努めてまいります。


	ディスクロ

